
   『産 業経済研究所紀要』 の発刊 にあた って

                 中部大学産業経済研究所長　 井 関弘 太 郎

 中部 大学 産 業経 済研 究 所 は,昭 和57年4月1日 に発足 以 来,研 究所機 関誌 と して

『経営情 報』― 産業経 済研究所紀 要― をもち
,構 成員 の研 究 成果 をこれに発表 し

て参 りま した。平 成 元年 度 まで に通 巻22号 を刊 行 した 『経営 情 報』誌 の総 目次 は,

最新号 であ る第8巻 第3・4号(平 成2年3月)の 末尾 に掲 載 した とお りで あ り,

そ の内 訳 は,「 論 文」36編,「 研 究 ノー ト」17編,「 調 査報 告 ・ケ ー ス ス タデ ィ」3

編,「 時評」21編,「 解 説 ノー ト」1編,そ の他 「書 評」 ・ 「学 会報 告」 な ど13編 に

なって お ります 。

 これ らの報 告 を通 して,い ささかな りとも学界 の発 展 に寄与 で きて いれ ば幸 と願

う とと もに,各 方 面 か ら親 し くご指導,ご 鞭捷 をいた だけ たば か りで な く,多 くの

研 究機 関か ら貴重 な学術 出版物 の交換 を賜 りま した こ とに対 して,心 か ら感 謝 いた

してお ります。

 この よ うに広 く認 知 して いただ いた 『経営情 報』 で はあ ります が,近 年,実 証 的

な記述 形式 を とる論文 が ふ え,ま た情 報処理 にお ける フローチ ャー トの挿 入 な どが

増す な ど,広 い スペ ー スを要 す る図表現 の必 要性 が高 まって参 りま した。 このた め

従来 のB-6版 の 同誌 で は,紙 幅 の不足 に悩 まされ るこ とが 多 くな り,加 えて,欧

文の引 用 お よび文 献名 の記載 が増す の に ともな つて,こ れ まで の狭小 な版 で は改行

が頻 繁 にな り,読 まれ る方 か ら不便 だ とい うお声 を聞 くように もな りま した。

 これ らの理 由か ら,中 部大 学産業 経済研究 所 で は,機 関誌 の サ イズ を,平 成2年

度か ら,B-5版 に広 げ るこ とに しま した。

 そ して これ を機会 に,『 経営情 報』 誌 を廃 し,機 関誌の名称 を 『産業経 済研 究 所紀

要』(The Journal of Research Institute for Industry and Economics)と 改 め,平 成2年

度号 を「 第1号 」 と して発刊 した のが本号で あ ります。 当誌 は原則 として各 年度 ご

とに1回 の刊行 を予 定 してお ります ので,巻 号 を用 い る こ とな く,通 刊 の号 数 を も

って整 理 いたす こ とに しま した0

 しか し以 上 の よ うな体 裁 の改変 に よって,こ れ まで の 『経営 情報』 誌 との つ なが

りな どにお いて,ご 迷惑 をお か け した面 も少 な くないか と存 じますが,上 述 の事情

をご諒 察 の うえ,ご 海容 いた だけれ ば幸 に存 じます。

 研 究所 員 一 同 も,こ の新 しい形 式 の紀 要の発刊 を機 とい た し,調 査 ・研 究 に一層

精進す るつ も りで お ります ので,こ れ まで に劣 らぬ ご支援,ご 教 導 の賜 われ る こ と

を祈 り,新 機 関誌発足 の ご挨拶 にさせていただ きます 。


